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　　人口の動き

一10月1日現在一

男4，331（÷8）

女49404（Q）
計　　89735（＋8）

世帯数29251．（＋2）
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お米はたんと取れたかな
　仙田小学校では、5月に植えたもち米を刈り取り、9月21日
に1・2年生で脱穀作業を行いました．プールサイドの特設かけ
場から、2・3束づつ運んできては、先生と一緒に楽しそうに機
械に入れていました．コンバインが普及し、収穫作業は楽になり
ましたが、こういった風景は少なくなってきています．

　収穫したもち米は、10月30日の文化祭のおりに、おじいち
ゃんおばあちゃんを招待しての「もちつき」に使う計画だとか、
今から楽しみなことです。

　さて、今年の作況は、9月15日現在で新潟県全体は103、魚
沼は104の「やや良」でした．皆さんのお宅はいかがでしたか．

口休日救急医
10月10日大坪医院（四日町）費57－6100

　16日中条病院（中条）智57－3018

　23日至誠堂医院（西浦町）智52－3276

30日大島医院（川原町）費52－2957

11月3日山口医院（下条）智55－2003

6日大熊内科医院（山本1）費52－7066
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九
月
十
四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、

九
日
間
の
会
期
で
第
六
回
町
議
会
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
十
四
日
は
、
八
人
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
間
と
財
産
の
取
得
（
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
）
を
可
決
。

続
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
に
、
議

長
が
指
名
推
薦
し
た
、
高
橋
洋
一
さ

大
平
収
入
役
の
略
歴

＊
住
所
　
大
字
野
口
二
一
二
四
一
番
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＊
生
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＋
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＋
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＋
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企
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係
長

税
務
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務
第
一
係
長

税
務
課
住
民
税
係
長

総
務
課
財
政
係
長

総
務
課
長
補
佐

開
発
課
長

ん
（
上
町
・
五
十
八
歳
）
、
南
雲
隆
　
　
る
教
育
委
員
会
委
員
に
、
富
井
タ
キ

，
三
さ
ん
（
再
任
・
三
領
・
六
十
一
歳
）
、
　
　
さ
ん
（
再
任
・
上
野
・
七
十
二
歳
）

和
久
井
守
さ
ん
（
再
任
・
木
落
・
六
　
　
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。
学
校
五

十
八
歳
）
、
小
林
義
幸
さ
ん
（
中
仙
　
　
日
制
の
早
期
完
全
実
施
に
関
す
る
意

田
・
六
十
一
歳
）
が
、
同
補
充
員
に
　
　
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択

丸
山
誠
一
さ
ん
（
再
任
・
原
田
・
六
　
　
し
ま
し
た
。

十
九
歳
）
、
渡
辺
一
郎
さ
ん
（
新
町
新
　
　
　
二
十
日
は
、
平
成
五
年
度
一
般
会

田
・
六
十
一
歳
）
、
登
坂
　
直
さ
ん
　
　
計
ほ
か
七
つ
の
特
別
会
計
、
一
つ
の

　
（
赤
谷
・
五
十
八
歳
）
、
奥
山
寛
千
　
　
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
。

さ
ん
（
伊
友
・
四
十
五
歳
）
が
当
選
　
　
　
（
四
～
五
ぺ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲

さ
れ
ま
し
た
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ま
た
、
九
月
三
十
日
任
期
満
了
と
　
　
　
二
十
一
日
は
、
川
西
町
ふ
る
さ
と

な
る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
　
　
広
場
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

員
に
、
数
藤
信
行
さ
ん
（
再
任
・
沖
　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
二
件

立
・
四
十
七
歳
）
を
選
任
す
る
こ
と
　
　
を
可
決
。
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9月21日の議会で選任の同意を受け、翌22日から
収入役に就任されました。
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就
任
の
ご
あ
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つ

　
　
　
　
収
入
役
大
平
剛
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こ
の
た
び
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
田
口
収
入

役
の
後
任
と
い
た
し
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
収

入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
な
ど
よ
り
も
、

多
く
の
先
輩
や
優
秀
な
方
々
が
お
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
非
力
を
省
み
ず
お
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
考
え
ま
す
と
、
身

ほ
か
四
件
の
補
正
予
算
、
財
産
の
譲

与
、
字
の
変
更
を
可
決
。
観
光
交
流

会
館
建
設
工
事
の
請
負
変
更
契
約
、

上
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

工
事
の
請
負
工
事
契
約
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
収
入
役
に
大
平
剛
士
さ
ん

（
町
開
発
課
長
・
原
田
・
五
士
歳
）

を
選
任
す
る
こ
と
、
教
育
委
員
会
委

員
に
大
塚
甚
一
さ
ん
（
町
総
務
課
長

・
高
原
田
・
五
十
六
歳
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
学
校
五
日
制
の
早
期
完

全
実
施
に
関
す
る
意
見
書
ほ
か
四
件

の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

10月1日付人事異動
総務課長　南雲直秀（住民課長）

開発課長　押木久之（議会事務局長）

住民課長　田村允伸（住民課長補佐）

議会事務局長　数藤春夫（税務課長補佐）

※税務課地籍係長、住民課保健係長は、

　当分の間、課長が事務を取扱います。
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の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
せ
っ
か
く
選
任
を
い
た

だ
き
ま
し
た
以
上
、
微
力
非
才
の
身
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
使
命

を
果
す
べ
く
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
田
口
前
収
入
役
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
財

政
畑
の
経
験
も
長
く
、
会
計
運
営
の
大
ベ
テ

ラ
ン
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
方
で
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
手
腕
、
力
量
と
も
私
な
ど
足
元

に
も
及
ぶ
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
歴

代
収
入
役
の
方
々
の
残
さ
れ
た
功
績
を
汚
さ

ず
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
覚
悟
だ
け
は
も
っ
て
い
る
つ
も
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
、
川
西
町
の
財
政
は
、
行
政
需
要
の
増

大
に
応
え
て
、
着
実
か
つ
健
全
な
伸
び
を
示

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
遠
か
ら

ず
財
政
規
模
が
百
億
円
と
い
う
大
台
に
の
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
ま
ち
づ
く
り
資
金
が
、
川
西

町
発
展
の
た
め
に
、
有
効
か
つ
、
適
正
に
会

計
執
行
が
で
き
ま
す
よ
う
、
町
長
の
ご
指
導

と
、
職
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
一
生
懸
命
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
若
輩
、
未
熟
の
身
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
町
民
皆
様
の
あ
た

た
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
塚
教
育
長
の
略
歴

＊
住
所
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高
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生
年
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日
生

＊
経
歴

昭
和
三
十
八
年

四
十
一
年

五
士
二
年

五
＋
九
年

平
成
二
年

四
　
　
年

六
　
　
年

昭
和
十
三
年
二
月

川
西
町
書
記
補

川
西
町
主
事

産
業
課
林
政
係
長

建
設
課
長
補
佐

保
健
衛
生
課
長
兼
国

保
診
療
所
事
務
長

建
設
課
長

総
務
課
長

9月21日の議会で教育委員任命の同意を受け、22日

の臨時教育委員会で互選され、県の教育委員会の承

認を受けて、10月1日から教育長に就任されました。

北村教育長が退任

　北村準一教育長は、9月30日に退任され

ました。

　同氏は、東善寺出身で、昭和29年から町

職員として職務に励まれ、平成4年4月1

日に産業課長から教育長に就任されました。

　2年6か月にわたり、町教育の振興並び

に生涯教育の推進に努められました。
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任
の
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あ
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教
育
長
大
塚
甚
一

　
こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
川
西
町
教
育
委

員
会
教
育
長
に
選
任
を
賜
り
、
十
月
一
日
付

で
就
任
い
た
し
ま
た
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
何
分
に
も
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す

の
で
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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長
い
期
間
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
教
育
行
∞
。

政
は
始
め
て
担
当
す
る
分
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
∞
。

歴
代
教
育
長
さ
ん
と
町
民
皆
様
が
、
長
年
か
∞
。

け
て
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
立
派
な
教
∞
。

育
行
政
を
、
し
っ
か
り
と
承
継
し
て
ゆ
き
た
．
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新
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諸
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専
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努
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い
た
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対
処
し
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い
り
た
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っ
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お
り
ま
す
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鰯

　
な
に
と
ぞ
、
今
後
と
も
町
民
各
位
及
び
教
∞
⇔

育
関
係
者
の
皆
様
か
ら
特
段
の
ご
指
導
、
ご
　
。

鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
　
。

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

鰯
　
　
観
　
　
鰯
　
　
◎
　
　
観
　
　
竃
　
　
鰯
　
　
翻
　
　
竃
　
　
竃
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
竃
　
　
翻
　
　
◎
　
　
続
　
　
鰯
　
　
竃
　
　
鰯
　
　
窺
　
　
観
　
　
竃

篭
　
　
篭
　
　
竃
　
　
亀
　
　
Ω
　
　
翻
　
　
鰯
　
　
翻
　
　
翻
　
　
織
　
　
鰯
　
　
翻
　
　
竃
　
　
◎
　
　
続
　
　
竃
　
　
縦
　
　
鋸
　
　
観
　
　
◎
　
　
豆
　
　
◎

紗Q一紗◎一◎》〈…●蛾
窺
　
翻
　
竃
　
観
　
◎
　
鰯
　
窺
　
竃
　
篭
　
Ω
　
鰯
　
豆
　
竃
　
観
　
豆
　
観
　
竃
　
◎
　
φ
　
鰯
　
竃
　
◎
　
竃
　
翻
　
竃
　
◎
　
鰯
　
鰯
　
豆
　
鰯
　
◎
　
篭
　
鰯
　
竃
　
◎
　
◎
　
豆
　
◎
　
◎
　
竃
　
鰯
　
◎
　
◎
　
鰯
　
鰯

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
北
村
準
一

私
は
、
去
る
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
、

川

∞⇔

西
町
教
育
長
の
職
を
退
き
ま
し
た
。
任
期
を

竃
残
し
、
か
つ
年
度
途
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

　

矯
御
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
申
し
訳
け
な
く
存

ロ

竃
じ
て
お
り
ま
す
。

ヨ

窺
　
役
場
の
企
画
室
や
企
画
財
政
課
、
産
業
課

窺診◎期診◎顛紗◎噸紗◎一◎
　
　
◎
　
　
翻
　
　
謝
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
竃
　
　
寵
　
　
観
　
　
鰯
　
　
篭
　
　
竃
　
　
謝
　
　
翻
　
　
鰯
　
　
雀
吊
　
　
竃
　
　
窺
　
　
篭
　
　
鰯
　
　
Ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
◎

　
な
ど
に
勤
務
し
て
い
た
頃
を
含
め
、
長
い
間
、
竃

　
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
御
温
情
∞
。

　
に
対
し
、
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
∞
。

　
　
皆
々
様
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
、
御
繁
栄
を
∞
。

　
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
、
意
を
尽
く
せ
な
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
点
、
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
し
上
げ
、
退
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紗
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

鰯
　
　
◎
　
　
豆
　
　
竃
　
　
翻
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
窺
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
雀
吊
　
　
◎
　
　
竃
　
　
観
　
　
醐
　
　
観
　
　
窺
　
　
豆
　
　
観
　
　
観
　
　
鰯
　
　
翻
　
　
窺

ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学

　
　
　
h
か
わ
に
し
物
語

　
九
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
ナ
カ
ゴ
・
グ

リ
ー
ン
パ
ー
タ
と
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
m
か
わ
に

し
物
語
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
四
日
は
、
ナ
カ
ゴ
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
で
、
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
交

流
会
が
行
わ
れ
、
ダ
ン
ス
ア
ー
ト
の
メ
グ
ミ

・
大
場
さ
ん
の
幻
想
的
な
御
神
舞
「
あ
め
の

う
ず
め
の
み
こ
と
」
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
は
、
国
内
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

先
生
方
を
お
迎
え
し
、
ま
ち
づ
く
り
学
会
事

務
総
長
で
都
市
計
画
家
の
川
瀬
光
一
さ
ん
と
、

同
学
会
副
会
長
で
東
京
大
学
教
授
の
小
林
宏

一
さ
ん
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、

右
の
先
生
の
ほ
か
、
山
田
剛
義
さ
ん
（
戦
略

工
房
ラ
イ
ブ
）
、
阿
部
孝
夫
さ
ん
（
北
陸
大

学
教
授
）
、
南
雲
町
長
、
金
子
幸
作
さ
ん
、

金
子
ヒ
ロ
子
さ
ん
、
丸
山
秀
二
さ
ん
に
よ
る

「
住
（
澄
）
み
た
い
、
生
（
行
）
き
た
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　　講演やコメントには、町づくりに対す

　　る示唆が多くあり、会場に詰めかけた
　　約200人は、何度もうなずいていました。
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羽』棚

一
一

　
平
成
五
年
度
の
決
算
が
、
九

月
の
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
決
算
は
、
平
成

五
年
四
月
一
日
か
ら
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
収
支
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
｝
般
会
計
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳
入
は
、
五
十
億
七
百
二
十

七
万
円
、
歳
出
は
四
十
八
億
五

千
百
四
十
万
円
で
、
四
年
度
決

算
に
比
べ
て
、
歳
入
で
は
六
・

八
％
、
歳
出
で
は
六
・
九
％
増

加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
税
、
分
担
金
、

負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
な

ど
、
町
が
自
ら
の
手
で
徴
収
す

る
こ
と
の
で
き
る
「
自
主
財
源
」

と
、
国
県
支
出
金
、
地
方
交
付

税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
「
依
存

財
源
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
構
造
は
、
依
存
財

源
の
割
合
が
高
く
、
五
年
度
決

算
で
も
六
九
・
一
二
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
四
年
度
と
比

べ
て
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
お
り
、
財
源
の
依
存
度
が
高

い
と
い
う
体
質
は
、
依
然
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
う
ち
、
主
な
建
設
事

業
と
し
て
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
事
業
（
補
助
金
）
、

千
手
地
区
の
特
別
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
（
繰
出
金
）
、

入

利子割交付金0．4％

繰入金3．9％

繰越金3．0％

道
路
の
改
良
舗
装
工
事
、
橘
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
造
事
業
、
仙

田
一
フ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、

仙
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
事
務
を
進
め
る

た
め
の
経
常
的
な
経
費
の
ほ
か
、

町
民
の
健
康
保
持
の
た
め
の
各

種
検
診
の
充
実
、
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
の
各
種
福
祉
事
業
、

生
涯
学
習
の
推
進
、
農
業
振
興

策
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
も
、
み
な
さ
ん
の
大
切
な

お
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳

諸収入3．0％

財産収入2．3％

分担金負担金1．6％

使用料手数料0．7％

寄附金0．1％

　町税
　16、1％

二
訳

自動車取得税交付金0．8％

　地方譲与税1．9％

　　国庫支出金4．2％

県支出金
＼　6．3％

　　歳入合計
粛

翁500，727万円
蜜

憾．．

％
債
3

方
1
3

地

地方交付税
　　　41．9％

総額48億5，140万円はこのように使われました

衛生費　5．6％
2億7，306万円

総務費14．6％
7億湘9万円

民生費26．4％
12億7，882万円

　
　
　
　
）

％
傷

　
　
　
　
　
　
り

硬
　
。
r
p

ロ董
円
費
万
　
・

育
晒
教
臆
　
　
　
　
ぐ

　d
噂

ρ
レ
渉

農林水産業費盤．1％
懇億8，壌◎＠万周

消防費3．5％
1億7，⑳範万円

商工費2．R％
1億703万円

　
％
　
遍
“
遷、
嘉
会
晒
議
L
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特別会計決算

国　　民

健康保険

歳入 5億6，534万1干円

歳出 5億3，565万4干円

歳入 1億6，790万9干円
国民健康
保険診療所

歳出 1億6，742万6干円

老人保健

歳入 8億2，278万1干円

歳出 8億　859万7干円

地　　域

休養施設

歳入 1億5，308万6干円

歳出 1億5，308万6干円

簡易水道

事　　業

歳入 3，131万7干円

歳出 3，111万1干円

農村集落

排水事業

歳入 5億6，434万7干円

歳出 5億5，674万3干円

下　　水

道事業

歳入 8億4，547万3干円

歳出 8億3，533万6干円

工事が進む千手地区の特別環境
保全公共下水道工事

⑤6．10．10

あ
か
ね
園
を
訪
れ
、
お
年
寄
に

話
し
か
け
る
平
山
知
事

■町民税

　811万円

　700
　600
　500

　300
　200
　100
　　0

騒固定資産税騒たばこ税圃軽自動車税□その他

　　　　年度
項目 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5
町　　民　税 162 175 186 201 210 221 232 223 236 262

固定資産税 260 302 313 321 320 329 351 498 509 509

たばこ税 28 24 24 25 26 24 24 24 24 24

軽自動車税 10 10 11 11 11 12 12 12 12 13

そ　の　他 22 22 23 26 30 10 0 1 0 0

難鷺税

固定資産税

町民税

訳
跳
内
鵡

の
費
鰯

出
譲

臓齢目
桃

　
　
　
鍋

　
　
　
費
矧

　
　
　
債
翫

　
　
　
公
臆

灘躍蒲

労働費0．a％
1，217万円

災書復旧費0．8％

3，969万円

、議騨蝋

饗撫翠



敬
老
の
日

　
　
八
九
九
人
に
祝
い
品
を
贈
る

　
総
務
庁
は
九
月
十
四
日
、
十
五
日

現
在
の
わ
が
国
の
高
齢
者
人
口
推
計

値
を
発
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
十

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
約
一
、
七

五
七
万
人
で
、
総
人
口
の
十
四
・
一

％
を
占
め
、
人
口
、
割
合
と
も
に
過

去
最
高
を
更
新
し
た
と
し
て
い
ま
す
。須藤トクさん星名ハマさん

　
ま
た
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期

が
七
十
歳
代
に
な
る
ピ
ー
ク
時
の
二

〇
二
一
年
に
は
三
、
二
七
五
万
人
と

な
り
、
ほ
ぼ
四
人
に
一
人
は
高
齢
者

に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
町
か
ら

は
七
十
五
歳
以
上
八
九
九
人
に
、
県

か
ら
は
七
十
七
歳
（
喜
寿
）
、
八
十

八
歳
（
米
寿
）
、
九
十
五
歳
の
一
〇

五
人
に
敬
老
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
八
十
八
歳
（
米
寿
）
一
九
人
、

九
十
五
歳
二
人
に
は
、
町
長
、
助
役

が
各
世
帯
を
訪
間
し
て
、
直
接
祝
い

品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

（
九
十
五
歳
、
米
寿
の
祝
を
受
け
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
順
不
同
・
敬
称

略
）◆
九
＋
五
歳
の
祝

須
藤
ト
ク
（
原
田
）
、
星
名
ハ
マ

（
木
島
）

　
　
◆
米
寿
の
祝

　
　
蔵
品
一
郎
（
霜

　
　
条
）
、
片
桐
巳

　
　
子
（
野
口
）
、

　
　
丸
山
コ
ノ
（
四

　
　
＋
歩
）
、
押
木

　
　
龍
吉
（
田
ε
、

　
　
引
間
ヤ
ス
（
坪

　
　
山
）
、
相
崎
唯

　
　
七
（
沖
立
）
、

　
　
上
村
ハ
ツ
（
上

　
　
野
）
、
高
橋
源

　
　
次
（
高
倉
）
、

　
　
羽
鳥
庄
八
（
伊

　
　
友
）
、
木
村
ト

　
　
イ
（
室
島
）
、

　
　
南
雲
佐
藤
治

　
　
　
（
三
領
）
、
丸

　
　
山
シ
ゲ
（
原
田
）
、

　
　
高
橋
シ
ン
（
三

　
　
領
）
、
引
間
子

　
　
平
禽
原
田
）
、

品
　
　
羽
鳥
イ
セ
（
伊

い祝
長
友
）
、
清
水
ミ

に
町
ヨ
（
寺
尾
）
、

ん
雲
さ
南
羽
鳥
ト
ク
（
伊

藩
友
）
、
星
名
フ

　
む
間
届
ミ
禽
原
田
）
、

引
を
江
ロ
サ
ヨ
（
小

　
　
臼
倉
）

平成6年9月1日現在川西町長寿者番付（敬称略）

東 西

氏　　名 住　所 生年月日 年齢 番付 氏　　名 住所 生年月日 年齢

平野キイ 上　　町 明治29．10．24 97 横綱 北村クメ 山野田 明治30．4．10 97
須藤　トク 原　　田 32．5．16 95 大関 星名ハマ 木　　島 33．3．5 94

村山シマ 新町新田 33．5．12 94 関脇 市川　ト　ウ 田中町 33．8．13 94

丸山タ　イ 東善寺 33．11．20 93 小結 登坂サヨ 岩　　瀬 33．11．22 93

半田源治 室　　島 34．2．5 93 前頭 田村トネ 高原田 34．3．9 93

数藤ク　ラ 沖　　立 34．3．25 93 2 高橋トシ 木　　島 34．3．29 93

数藤寅治 沖　　立 34．4．3 93 3 高橋惣治 室　　島 34．6．5 93

宮　　　ト　ミ 山野田 34．12．18 92 4 田　ロ　トメ 木　　落 35．1．16 92

押木福松 元　　町 35．2．25 92 5 高橋嘉吉 坪　　山 35．3．13 92

五十川ミキ 学校町 35．5．20 92 6 南雲ヤス 田中町 35．7．7 92

田村チヤウ 鶴　　吉 35．7．23 92 7 五十川サキ 沖　　立 35．8．21 92

高橋　ト　リ 坪　　山 35．9．7 91 8 押木竹尾 高原田 35．11．28 91

田　ロ　キ　ヨ 木　　落 36．1．7 91 9 丸山宗太郎 下　　原 36．2．26 91

冨井カ　ト 上　　野 36．3．1 91 10 春日　フク 伊　　友 36．5．25 91

社
会
に
生
か
そ
う

　
　
あ
な
た
の
一
言

　
国
で
は
、
十
月
十
六
日
～
二
十
二

日
（
新
潟
県
は
前
後
一
週
間
を
含
む
）

を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
、
相
談

活
動
の
一
層
の
展
開
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
民
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付

け
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を

図
る
制
度
で
す
。
総
務
庁
が
所
管
し
、

県
で
は
行
政
監
察
事
務
所
が
あ
り
、

市
町
村
で
は
行
政
相
談
委
員
が
設
置

さ
れ
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
道
路
・
住
宅
・
医
療
保

健
・
交
通
安
全
・
環
境
衛
生
な
ど
に

つ
い
て
、
◎
役
所
の
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
◎
説
明
が
納
得
で
き

な
い
◎
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
応
じ
る
の
が
こ
の
制
度
で
す
。

　
な
お
、
習
慣
に
合
わ
せ
て
、
次
の

と
お
り
行
政
相
談
が
聞
か
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

10

月
1
8
日
㈹
高
齢
者
コ
ミ
セ
ン

　
　
ー
9
日
㈱
上
野
コ
ミ
セ
ン

　
　
2
0
日
㈲
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
2
4
日
㈲
総
合
セ
ン
タ
ー

（
時
間
は
、
午
後
一
時
半
～
三
時
ま

で
、
1
8
日
の
み
は
午
前
十
時
か
ら
十

二
時
ま
で
）

　
相
談
委
員
は
、
押
木
良
作
（
田
戸
）

で
す
。
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土
地
改
良
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
協
定
を
締
結

　
九
月
五
日
、
町
長
室
で
、
土
地
改

良
施
設
管
理
協
定
書
の
調
印
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
町
が
平
成
四
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
水
環
境
整
備

嚢
に
関
連
し
て
、
町
の
東
部
地
区

に
あ
る
既
設
の
土
地
改
良
施
設
を
、

多
目
的
施
設
（
流
雪
溝
関
連
施
設
等
）

と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
施

設
管
理
の
方
法
や
費
用
の
分
担
等
を
、

町
と
土
地
改
良
区
の
間
で
決
め
た
も

の
で
す
。

協
定
書
の
交
換
を
す
る
南
雲

町
長
と
小
林
寅
雄
川
西
町
土

地
改
良
区
総
括
監
事

ま
も
な
く
開
通
孫
左
衛
門
橋

　
町
道
山
野
田
下
平
線
は
、
工
事
に

よ
る
交
通
止
の
後
、
暫
定
供
用
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
月
三
十
一

日
に
孫
左
衛
門
橋
の
開
通
式
を
行
い
、

同
日
午
後
三
時
か
ら
供
用
を
開
始
し

ま
す
。

　
開
通
式
で
は
、
安
全
祈
願
祭
の
後
、

午
前
十
時
三
十
分
こ
ろ
か
ら
町
内
の

三
代
夫
婦
の
皆
さ
ん
（
清
水
弘
文
さ

ん
ご
一
家
（
上
町
）
、
数
藤
悌
一
さ

ん
ご
一
家
（
沖
立
）
、
丸
山
紘
司
さ

ん
ご
一
家
（
高
原
田
）
の
予
定
）
を

先
頭
に
、
徒
歩
で
の
渡
り
初
め
を
行

い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

橋
か
ら
の
眺
望
は
ま
た
格
別

坪
山
ダ
ム
に
定
礎
を
鎮
定

り
　
昭
和
六
十
二
年
度
に
全
体
実
施

設
計
を
し
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
に

堤
体
盛
土
工
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

工
事
は
、
平
成
八
年
度
の
湛
水
試
験

に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

本
年
の
よ
う
な
干
ば
つ
を
経
験
す
る

と
、
よ
り
一
層
の
早
期
完
成
が
望
ま

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
定
礎
式
に
あ
わ
せ
て
、

　
九
月
二
十
七
日
、
坪
山
ダ
ム
堤
体

建
設
現
場
で
、
坪
山
ダ
ム
の
定
礎
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
は
、
　
「
防
災
ダ
ム
事
業

坪
山
地
区
」
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お

　
、

地
元
坪
山
の
小
中
学
生
十
五
人
か
ら

将
来
の
夢
を
タ
イ
ル
板
に
書
い
て
も

ら
い
、
こ
れ
を
定
礎
の
脇
に
埋
め
る

計
画
も
あ
り
ま
す
。
夢
の
中
か
ら
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
　
「
そ
う
り

夢
が
い
っ
ぱ
し

だ
い
じ
ん
に
な
り
た
い
」
「
わ
た
し

は
は
な
や
さ
ん
に
な
り
た
い
」
「
ダ

ム
で
つ
り
を
し
た
い
」
夢
が
か
な
う

と
い
い
で
す
ね
。

嘩
繍
蝶
醸
麟
盤
轟
墨
，
嚢

エ
イ
、
エ
イ
、
定
礎
の
鎮
定

青
空
の
も
と
秋
季
消
防
演
習

　
九
月
十
一
日
、
千
手
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
秋
季
消
防
演
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
一
分
団
か
ら
第
六
分

団
ま
で
の
総
勢
三
百
七
十
七
人
が
参

加
し
、
新
調
し
た
分
団
旗
が
団
長
よ

り
各
団
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
を

先
頭
に
、
学
校
町
、
神
社
町
、
中
央

町
を
分
列
行
進
し
ま
し
た
。

手
足
の
動
き
も
き
び
き
び
と

分
列
行
進
イ
チ
ニ
・
イ
チ
ニ

新
調
な
っ
た
分
団
旗
の
授
与

⑳6．10．10



地
域
づ
く
り
交
流
塾
の
開
催

　
九
月
二
十
三
、
二
十
四
日
の
両
日
、
外
六
人
）
と
地
域
の
問
題
や
展
望
等

川
西
中
学
校
寄
宿
舎
と
活
性
化
セ
ン
　
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

タ
ー
を
会
場
に
、
新
潟
県
地
域
づ
く

り
交
流
塾
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
塾
は
、
地
域
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
の
研
修
と
団
体
相
互
の
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
に
、
県

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
新
潟
大
学

教
授
の
池
田
庄
司
さ
ん
を
塾
頭
に
、

各
地
で
地
域
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い

る
三
十
五
人
の
方
（
う
ち
二
人
は
川

西
町
の
方
）
が
「
住
み
た
い
ま
ち
は

自
分
で
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
町

の
実
践
者
（
町
長
、
小
林
正
夫
さ
ん

目

川西町について話し合いました

雪
ま
つ
り
ま
で
あ
と
五
か
月

　
九
月
八
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、

第
九
回
川
西
雪
ま
つ
り
に
向
け
て
の

企
画
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
会
（
吉
楽
正
雄
委
員
長
、
構

成
員
二
六
人
）
で
は
、
一
人
で
も
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
参
加
願

え
る
よ
う
、
雪
ま
つ
り
の
期
日
は
三

月
四
日
（
土
）
・
五
日
（
日
）
と
し
、

会
場
は
前
夜
祭
を
総
合
体
育
館
脇
特

郭
緊
本
場
と
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内

容
に
つ
い
て
は
検
討
を
重
ね
て
い
く

こ
と
と
し
、
二
回
目
の
委
員
会
を
十

月
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
ど
ん
な

内
容
に
な
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

楽しい企画を検討中です

コ
ー
ト
に
入
る
時
は
手
を
上
げ
て

　
九
月
二
十
日
、
信
濃
川
運
動
公
園

で
第
十
三
回
郡
市
高
齢
者
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
た

も
の
で
、
　
「
競
技
者
が
コ
ー
ト
内
に

出
入
り
す
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の

前
で
立
ち
止
ま
っ
て
、
右
・
左
・
右

の
安
全
確
認
を
行
い
、
手
を
上
げ
て

横
断
す
る
こ
と
」
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
減
点

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
川
西
町
か
ら
四
チ
ー

ム
、
十
日
町
市
か
ら
六
チ
ー
ム
、
津

南
町
か
ら
四
チ
ー
ム
、
中
里
村
か
ら

ニ
チ
ー
ム
の
計
十
六
チ
ー
ム
が
参
加

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
町
か

ら
参
加
し
た
チ
ー
ム
の
う
ち
、
橘
チ

ー
ム
は
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。隔

胤

儲

還
錺
躍

　
　
雛

相
手
の
ボ
ー
ル
を
め
が
け
て
エ
イ

中
仙
田
十
五
夜
ま
つ
り

　
九
月
十
五
日
、
中
仙
田
渋
海
社
境

内
を
会
場
に
、
十
五
夜
ま
つ
り
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
渋
海
社
氏
子
が

中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

も
ち
つ
き
大
会
や
花
火
大
会
の
外
、

着
飾
っ
た
地
域
の
方
々
が
、
こ
の
日

の
た
め
に
準
備
し
た
踊
り
や
劇
、
歌

を
披
露
し
、
満
天
の
星
空
の
も
と
賑

や
か
に
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
が
「
あ
や
め
か
か
き
つ
ば

た
」
お
父
さ
ん
が
ん
ば
っ
て

睡
蟹
聲

9・11川西中学校体育祭の鉄人レー　昔語りをしながら歩いてみません
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母
さ
ん
と
料
理
楽
し
い
な

　
九
月
三
日
、
仙
田
小
学
校
で
、
母

と
子
の
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
食
生
活
改
善
推
進
委

員
協
議
会
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
仙
田
小
学
校
の
児
童
八
人
と

お
母
さ
ん
七
人
が
参
加
。
一
緒
に
台

所
に
立
つ
回
数
も
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
昨
今
、
に
ぎ
や
か
に
調
理
を

楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
の
感
想
の
中
か
ら
、

お
二
人
の
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

り
ょ
う
り
教
室
で
勉
強
に
な
っ
た

こ
と
　
仙
田
小
五
年
小
林
真
理
子
さ
ん

　
九
月
三
日
に
、
家
庭
科
室
で
り
ょ

う
り
教
室
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
前

の
日
か
ら
じ
ゅ
ん
び
を
し
た
り
、
そ

の
日
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
ゅ
ん
び
の

か
く
に
ん
を
し
た
り
、
と
い
う
ふ
う

に
忙
が
し
か
っ
た
で
す
。

　
で
も
、
り
ょ
う
り
教
室
が
始
ま
っ

て
か
ら
は
、
作
る
り
ょ
う
り
が
う
ま

く
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
こ
ん
な

気
も
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
　
「
野
菜

と
か
、
う
ま
く
切
れ
る
か
な
あ
」
私

は
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
い
ろ
ん
な

物
を
切
っ
て
い
く
う
ち
に
、
　
「
お
好

み
ち
ら
し
」
　
「
や
さ
い
の
ミ
ル
ク
ス

ー
プ
」
「
な
の
花
ボ
ー
ル
」
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
や
れ
ば
で
き
る
ん

だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
母
と
子
の
料
理
教
室
の
感
想

　
　
　
　
　
　
小
柳
真
弓
さ
ん

　
体
に
良
い
食
品
と
か
、
一
旦
二
十

品
目
取
る
と
か
テ
レ
ビ
、
本
な
ど
で

目
に
し
た
り
耳
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
検
診
や
講
習
会
な
ど

で
も
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
が
、
わ
が
家
の
献
立
を
見

る
と
毎
日
決
ま
っ
た
も
の
ば
か
り
。

　
先
日
の
母
と
子
の
料
理
教
室
で
は
、

お
寿
司
、
菜
の
花
ボ
ー
ル
、
ス
ー
プ
、

デ
ザ
ー
ト
と
た
く
さ
ん
の
材
料
を
使

い
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

で
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
混
ぜ
た
り
、

目
で
見
て
き
れ
い
だ
っ
た
り
、
楽
し

い
食
事
で
し
た
。

　
会
長
さ
ん
の
お
話
で
は
、
子
供
の

こ
ろ
の
昧
覚
が
一
番
大
切
と
か
。
う

ち
の
子
は
、
小
さ
い
頃
食
が
細
か
っ

た
た
め
、
食
べ
て
く
れ
れ
ば
と
好
き

な
物
だ
け
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
私
自
身
も
好
き
嫌

い
が
多
い
の
で
、
少
し
ず
つ
で
も
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
卓
に
載
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
教
室
で
勉
強
、
運
動
、

遊
び
と
、
今
ま
で
と
違
っ
た
子
供
の

目
の
輝
き
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

包
丁
の
音
が
ト
ン
ト
ン
ト
ン

エ
プ
ロ
ン
姿
も
決
ま
っ
て
る

こ
ん
な
に
上
手
に
で
き
ま
し
た

ナ
カ
ゴ
の
観
光
交
流
会
館

　
　
　
　
　
の
名
称
決
ま
る

　
　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
建
設

し
た
観
光
交
流
会
館
は
、
皆
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
、
長
く
愛
さ
れ
る
施
設

と
な
る
よ
う
、
名
称
を
募
集
し
た
と

・
こ
ろ
、
二
十
一
人
の
方
か
ら
一
二
十
作

品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
審
査
会
を
開
き
検
討
し
た
結

果
、
伊
友
の
星
名
　
茂
さ
ん
（
十
六

歳
）
の
作
品
【
サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ

ゴ
】
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
多
く

の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ
ゴ
は
、

十
月
九
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ
ゴ
】

　
直
訳
す
る
と
、
「
中
子
に
あ
る
太

◎
献
立

・
お
好
み
ち
ら
し

・
な
の
花
ボ
ー
ル

・
や
さ
い
の
ミ
ル
ク
ス
ー
プ

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

陽
の
宮
殿
」
と
な
り
ま
す
。
中
子
は
、

東
向
き
の
台
地
で
、
真
っ
先
に
朝
日

を
浴
び
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
な
か

で
も
眺
め
の
良
い
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
あ
っ
て
、
　
「
と
っ
て
も
気

持
ち
の
良
い
所
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
膝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
感
あ

朝
日
を
沿
び
る
サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ
ゴ

嚥
柚

　
　
堅

　
　
醒

窓の外はグリーンと越後三山が
　　　　　　　　一望に
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地
域
の
歴
史
を
再
発
見

　
九
月
十
四
日
、
赤
谷
集
落
セ

ン
タ
ー
で
、
赤
谷
若
衆
の
会

（
長
谷
川
東
代
表
、
会
員
二
十

人
）
に
よ
る
文
化
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
会
が
町
の
地
域

活
性
プ
R
、
ン
ェ
ク
ト
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

「
け
や
き
の
郷
・
赤
谷
」
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
、
講
師
に
十
日
町
市
史
編

さ
ん
室
長
補
佐
の
丸
山
克
巳
さ

ん
を
迎
え
、
　
「
仙
田
周
辺
の
城

と
街
道
の
歴
史
」
と
題
し
た
講

演
を
、
地
域
の
約
五
十
人
の
人

が
聞
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
方
か
ら
講
演
会
の
模

様
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

昔
む
か
し
、
赤
谷
は
…
…

ま
す
。

　
昔
む
か
し
、
柏
崎
方
面
か
ら

関
東
方
面
へ
通
じ
る
道
と
し
て

は
、
安
田
～
北
条
～
小
千
谷
～

下
倉
～
塩
沢
～
三
国
峠
越
え
が

本
街
道
で
あ
っ
た
が
、
一
五
〇

年
程
前
に
な
る
と
鳥
越
～
与
板

～
森
近
渡
し
～
大
沢
～
赤
谷
渡

し
（
茶
屋
）
～
越
ケ
沢
（
茶
屋
）

～
木
落
～
後
山
～
塩
沢
と
通
る

「
街
道
」
の
通
行
量
が
増
え
、

幕
府
に
公
認
さ
れ
る
街
道
と
な

っ
て
い
っ
た
。

　
赤
谷
城
は
こ
の
街
道
沿
い
に

あ
り
、
街
道
警
備
の
た
め
の
城

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る
。
仙
田
地
区
に
は
こ
の
外
に

も
田
戸
城
、
室
島
城
な
ど
の
城

跡
が
あ
る
が
、
赤
谷
城
は
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
槍

　
　
　
　
　
　
ハ
低
口
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
レ
し
　
　
　
　
　
　
イ
ワ

　
　
　
オ

　
　
珊
　
桶
黛
信

　
　
　
　
鳥
越
塾
二
　
代

　
　
柏
崎
　
　
山
　
　
　
松
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
安

　
　
　
　
柿
崎

　
地
域
の
城
に
比
、
べ
て
み
て
も
大

　
き
な
部
類
に
入
る
城
で
あ
っ
た
。

　
　
川
西
町
史
を
含
め
、
日
頃
は

　
歴
史
に
関
す
る
こ
と
に
は
あ
ま

　
り
興
味
を
持
た
な
い
人
が
ほ
と

　
ん
ど
で
あ
る
が
、
「
赤
谷
街
道
」

　
が
そ
の
昔
、
県
内
で
も
有
数
の

　
街
道
で
あ
り
、
赤
谷
（
仙
田
地

　
区
）
が
、
魚
や
越
後
ち
ぢ
み
を

　
運
ぶ
商
人
達
の
往
来
で
活
気
に

　
あ
ふ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
な

　
ど
の
話
が
出
る
と
、
参
集
し
た

　
人
達
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

　
ま
し
た
。

　
　
若
衆
の
会
々
員
の
ほ
と
ん
ど

　
は
、
赤
谷
城
跡
に
行
っ
た
こ
と

　
が
な
く
、
講
師
を
囲
ん
で
の
懇

　
親
会
の
席
で
は
、
今
度
「
赤
谷

　
城
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
計
画
し

　
よ
う
か
、
な
ど
の
話
で
盛
り
上

　
が
り
ま
し
た
。

魚　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
峠

　
　
ヂ
ヱ

　
　
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
沢

　
　
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
一
国
峠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

濃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

川
西
町
町
勢
要
覧
一
九
九
四

　
　
　
送
料
を
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す

　
町
内
の
全
世
帯
に
は
、
九
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
談
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー

に
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
町
外
に
お
　
　
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

住
ま
い
の
方
で
ご
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
の
送
料
（
切
手
）
を
同

封
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
の
方
で
、
さ
ら
に
ご

希
望
の
方
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
い

で
く
だ
さ
れ
ば
い
つ
で
も
差
し
上
げ

ま
す
。

　
一
部
　
　
　
　
　
一
一
七
〇
円

　
二
～
三
部
　
　
　
三
九
〇
円

　
四
～
五
部
　
　
　
七
〇
〇
円
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広
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

　
　
　
お
分
け
し
ま
す

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
の
う
ち
、
下

記
の
号
に
つ
い
て
お
分
け
し
ま
す
。

欠
番
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
送
を
ご
希
望
に
な
る
方

に
は
、
送
料
の
負
担
を
お
願
い
し
ま

す
。◆
申
込
期
限
　
十
月
末
日

◆
申
込
先
　
　
総
務
課
文
書
広
報
係

◆
対
象
と
な
る
も
の

○
平
成
四
年

　
一
・
二
・
五
・
七
・
八
・
九
・

＋
・
＋
一
月
・
写

○
平
成
五
年

　
一
・
二
・
三
・
四
・
六
・
七
・

　
八
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
月

　
・
万

○
平
成
ム
ハ
年

　
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・

　
七
・
八
・
九
月
号

○
町
政
の
ひ
ろ
ば

　
三
十
三
号
（
平
成
四
年
度
）

　
三
十
四
号
（
平
成
五
年
度
）

送　料（切手）

●1部　　　　90円　　　●2部　　　190円

●3～7部　270円　　　●8～14部　390円



第25回町内小学校

親善陸上大会

　9月20日、十日町市陸
上競技場で、町内の小学校

（5～6年）親善陸上大会
が開かれました。当日は、

2種目に大会新記録が生ま
れました。　（＊＝大会新）

【男子】

》
5
年
女
子
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
決
勝

く
6
年
男
子
㎜
メ
ー
ト
ル
決
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
目
目
”
5
馨
き
騒

5年100メートル
＊①佐藤由典（千手）②丸山継太（橘）③平澤卓紀（千手）

6年同
①丸山喜之（橘）②柳　直也（千手）③滋野良昭（橘）

5年80メートルハードル
①戸田良樹（橘）②水落直人（橘）③蔵品利浩（千手）

6年同

【女子】

　
　
㎜
蓬
慨

…
繋

蕊
、

　
　
　
モ

　
…
…
蓬
ノ

　
、
熱

i　5年100メートル
リ

i＊①目黒幸枝（千手）②羽鳥陽子（橘）③高橋えみ（千手〉
ヨ

i6年同
り

i①久保田美穂（千手）②五十川亜紀（千手）③小林直美（千手）
り

1　5年80メートルハードル
ト

i①村越　恵（橘）②登坂春菜（仙田）③佐藤　渚（千手）
リ
ロ

i6年同
1

①星名太一（橘）②小林哲也（上野）③石黒健太郎（橘）i　①小林直美（千手）②清水　綾（千手）③金子　司（上野）

　　　　　　　　　　　　　　　　：5年1500メートル
①野沢新司（橘）②藤巻雅己（橘）③仲嶋　圭（上野）

6年同
①大久保峻（橘）②岩坂英二（橘）③樋口和也（仙田）

5年走り幅とび
①丸山継太（橘）②茂野隼人（千手）③茂野直人（千手）

6年同
①星名太一（橘）②高橋克幸（千手）③庭野　哲（仙田）

5年走り高とび

i　5年800メートル
リ

i①村越　恵（橘）②内山瑠衣（上野）③若山桂子（上野）
り

i6年同
り

i①高橋あすか（千手〉②五十川亜紀（千手）③今井佳奈子（上野）
り

i5年走り幅とび
し

i①目黒幸枝（千手）②内山瑠衣（上野〉③羽鳥陽子（橘）
　
　

i6年同
i①金子　司（上野）②高橋　恵（仙田）③木村梨恵（橘）
　

i5年走り高とび
：

①大久保智史（橘）②佐藤由典（千手）③山家　崇（橘）i①若山桂子（上野）②相崎佑梨子（上野）③登坂春菜（仙田）

　　　　　　　　　　　　　　　　：6年同
①高野　旭（仙田）②丸山喜之（橘）③高橋拓也（橘）

5年400メートルリレー
①千手A（茂野隼人、平澤卓紀、小野塚豊、佐藤由典）

②橘（野沢新司、戸田良樹、水落直人、丸山継太）

③上　野（押木俊輔、清水　希、押木卓哉、仲嶋　圭〉

6年同
①橘　A（星名太一、滋野良昭、大久保峻、丸山喜之）

②千　手（北村弘行、金井和也、鴫原大介、柳　直也）

③上野A（内山裕貴、若山博彰、茂野良太、渡辺　学）

i6年同
　

i　①根津迫子（上野）②久保田美穂（千手〉③木村鮪子（橘）
り

i　5年400メートルリレー

i①千　手（高橋えみ、佐藤　渚、保坂　歩、目黒幸枝）
ヨ

i　②上　野（若山桂子、上村織江、相崎佑梨子、内山瑠衣）
ロ

i　③　橘　　（羽鳥陽子、村越　恵、須藤早百合、和久井早苗）
き
コ

i6年同
キ

i①千　手（小林直美、五十川亜紀、清水　綾、久保田美穂）
り

i　②上野A（根津迫子、金子歩美、水落まどか、今井佳奈子）
し

i③橘（須藤明美、渡部麻奈美、木村梨恵、羽鳥愛子）
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俵
萌
子
さ
ん
は
、
女
性
・
家
庭
・

教
育
問
題
を
中
心
と
し
た
社
会
評
論

家
で
あ
り
作
家
で
す
。
ま
た
、
陶
芸

塾
も
主
宰
し
て
い
ま
す
。
主
な
著
書

に
、
「
も
う
一
つ
の
人
生
」
「
今
日
が

い
ち
ば
ん
若
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ス
ト
ー
リ
ア
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
「
お
と
ぎ
話
」
と
い
う
意
昧

で
す
。
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
、

音
楽
鑑
賞
教
室
、
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ

ー
ト
等
各
地
で
活
躍
中
。

講
演
と
室
内
楽
の
つ
ど
い

　
こ
れ
は
、
新
潟
県
が
行
っ
て
い
る
　
　
ブ
ル
）

県
民
文
化
週
間
事
業
に
、
町
の
町
民
　
　
　
★
H
I
S
T
O
R
I
A
（
イ
ス
ト

文
化
祭
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
も
の
　
　
　
　
ー
リ
ア
）

で
す
。
『
講
演
と
室
内
楽
の
つ
ど
い
』
　
　
★
曲
目
　
カ
ル
メ
ン
組
曲
、
童
話

は
、
入
場
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
メ
ド
レ
ー
外

が
、
会
場
等
の
関
係
か
ら
整
理
券
を
　
　
◆
入
場
無
料

発
行
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
　
　
◆
入
場
申
し
込
み
（
電
話
ま
た
は
ハ

内
容
を
ご
覧
の
う
え
、
下
記
ま
で
申
　
　
ガ
キ
）
及
び
問
い
合
わ
せ
先

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
大
勢
の
皆
さ
　
　
一
丁
9
5
0

ん
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
新
潟
市
新
光
町
四
－
一

◆
日
時
　
十
一
月
六
日
（
日
）
　
　
　
　
新
潟
県
文
化
振
興
課
　
a
O
2
5
1

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
　
　
　
　
　
2
8
5
－
5
5
1
1
（
内
2
2
4
3
）

　
　
　
　
　
　
　
～
三
時
三
十
分
　
　
F
A
X
O
2
5
－
2
8
3
－
2
9
2
9

◆
会
場
　
千
手
小
学
校
　
体
育
館
　
　
　
〒
9
4
8
1
0
1

◎
講
演
　
　
　
　
　
　
川
西
町
大
字
霜
条
一
四
四

　
★
講
師
　
俵
萌
子
（
評
論
家
）
　
　
川
西
町
教
育
委
員
会
　
費
0
2
5
7

　
★
テ
ー
マ
　
「
豊
か
に
生
き
る
。
　
　
1
6
8
1
2
1
6
7
　
F
A
x
O
2

　
　
　
　
　
　
美
し
く
生
き
る
已
　
　
5
7
1
6
8
1
2
2
2
6

◎
室
内
楽
（
マ
リ
ン
バ
の
ア
ン
サ
ン

国民年金の上積み年金二国民年金墓金
サラリーマンの方は月額20～25万円程度の年金と

なっていますが、自営業者の皆さまの国民年金（老齢

基礎年金）は、ご夫婦で12万円程度となっています。

　自営業者の皆さまには、新たに国民年金基金に加

入することにより必要な年金を上積みすることがで

きます。国民年金と国民年金基金のセットでサラリ

ーマン並みの年金を確保して、安定した豊かな老後

を実現しましょう。

に加入しませんか

極

国民年金基金は、「国民年金法」に基づく自営業者のための公的制度だから安心！

そのほかにも＼税制上の優遇措置などのメリツトがありますので紹介します。

　受け取る年金、嚢麟欝掛金の両方に

　　　　税制上鰍擾遇措置が
これぞ公的年金のメリット。受け取る年金に

は「公的年金等控除」が適用され、扶養配偶者の

いる65歳以上の方で収入が年金だけの場合、お

よそ320万円まで所得税がかかりません。また、

掛金も全額「社会保険料控除」の対象となり、所

得控除が受けられます。

　　加入後でも事綴況に応じた

　　　掛金の離勢できます
加入後、事業状況に応じて加入口数を増減す

ることにより、掛金を調整できるのも大きな特

徴で、自営業者の年金としてはうってつけです。

万一、掛金を納められなくなっても、納めた分

は必ず年金として支給されますので確実な老後

保障につながります。

㊤国民年金基金についてのお問い合わせは下記まで（パンフレットもございます）㊨

　　　新潟県国民年金基金
　　　　新潟市東大通2－2－18　タヒバナビル5F
㊤　　　　君（025）245－9345　FAx（025）244－4623　　　　　　　　㊨

6．10．10⑫



千
手
村
の
学
校
間
題
④

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

　
千
手
校
の
沿
革

　
千
手
小
学
校
の
沿
革
誌
（
明
治
三

十
二
年
製
）
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
⑭
学
校
名
称

　
O
創
設
ノ
際
千
手
校
ト
称
セ
シ
ガ

後
、
公
立
千
手
小
学
校
ト
言
ヒ
シ
コ

ト
カ
リ
、
更
二

　
⇔
明
治
二
十
年
四
月
ヨ
リ
ハ
尋
常

科
千
手
小
学
校
ト
ナ
リ

　
日
同
二
十
二
年
四
月
町
村
制
実
施

ト
共
二
尋
常
科
千
手
小
学
校
ト
ナ
リ

　
四
同
二
十
五
年
四
月
ヨ
リ
村
立
千

手
町
尋
常
小
学
校
ト
改
正
セ
リ

　
㈲
同
三
十
七
年
四
月
二
日
高
等
科

（
修
業
年
限
四
個
年
）
併
置
ノ
件
認

可
セ
ラ
レ
、
村
立
千
手
町
尋
常
高
等

小
学
校
ト
改
称
セ
ラ
ル

　
因
同
四
十
二
年
二
月
十
二
日
　
本

県
訓
令
改
正
ノ
結
果
千
手
町
村
立
千

手
町
尋
常
高
等
小
学
校
ト
改
称
ス

　
　
⇔
所
在
地

　
O
千
手
小
学
校
ハ
明
治
七
年
一
月

二
水
口
沢
村
七
百
三
十
一
番
地
ノ
佐

藤
庄
蔵
宅
ヲ
借
館
シ
テ
開
学
ス

　
⇔
明
治
九
年
一
月
ヨ
リ
中
屋
敷
村

南
雲
富
太
郎
宅
二
移
リ
、
更
二

　
日
同
拾
年
一
月
ヨ
リ
ハ
水
口
沢
村

太
田
惣
次
郎
宅
二
転
ズ
、
ソ
ノ
後
校

舎
新
築
ノ
計
画
成
リ

　
四
同
拾
六
年
十
一
月
　
水
口
沢
村

字
原
田
第
六
十
九
番
地
ナ
ル
現
今
ノ

校
舎
二
移
レ
リ

　
㈲
同
三
拾
六
年
四
月
ヨ
リ
校
舎
新

築
ノ
儀
可
決
二
付
　
大
字
上
新
井
字

下
之
原
二
新
築
セ
ラ
レ
　
同
年
十
一

月
ヨ
リ
同
所
二
移
リ
開
学
ス
（
当
時

未
ダ
落
成
二
至
ラ
ズ
　
全
ク
落
成
セ

シ
ハ
三
十
七
年
一
月
中
ニ
ア
リ
）

　
　
国
設
立
年
月

　
明
治
七
年
一
月
十
六
日
　
学
校
創

立
ノ
典
ヲ
挙
グ
　
同
三
十
七
年
四
月

二
日
　
高
等
科
併
置
ノ
件
認
可
セ
ラ

レ
　
同
月
十
五
日
開
学
ノ
典
ヲ
挙
グ

　
　
四
教
員
及
ビ
俸
給

　
O
創
立
ノ
際
教
員
ノ
職
二
就
キ
シ

人
ヲ
南
雲
政
蔵
氏
ト
ス
　
同
氏
ハ
学

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヤ
ク

制
領
布
以
前
ニ
ア
リ
疾
二
自
宅
二
在

リ
村
内
ノ
子
弟
ヲ
集
メ
テ
読
書
習

　
　
　
　
　
　
ツ
ト
　
　
　
　
　
キ
ド
ユ
ウ
コ
ウ

字
ヲ
教
授
シ
　
夙
二
博
学
躬
行
ヲ
以

テ
名
ア
リ
　
即
チ
推
サ
レ
テ
此
栄
職

二
挙
ゲ
ラ
ル
　
ー
（
中
略
）
1

　
寛
政
ヨ
リ
文
化
ニ
カ
ケ
テ
栄
行
寺

住
職
覚
汁
ナ
ル
人
、
民
間
教
育
ノ
必

要
ヲ
感
ジ
寺
小
屋
教
育
ヲ
始
ム
　
コ

レ
ヨ
リ
文
政
、
天
保
ノ
頃
ヨ
リ
寺
小

屋
塾
ア
リ
、
ソ
ノ
後
政
蔵
ハ
塾
頭
ト

ナ
リ
明
治
二
至
ル
。

　
千
手
は
教
育
の
先
進
地

　
　
「
新
潟
県
教
育
百
年
史
」
に
、
千

手
の
南
雲
政
蔵
が
「
近
郊
各
村
の
旦

那
衆
や
富
裕
者
の
依
頼
を
受
け
て
そ

の
子
弟
に
、
嘉
永
年
間
に
学
習
塾
の

「
敦
厚
堂
」
を
開
い
て
読
み
書
き
を

教
え
、
中
条
、
姿
、
宮
中
な
ど
の
村

々
に
も
一
か
月
前
後
を
出
張
し
て
教

え
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
中
魚
沼
郡
誌
」
に
は
「
維
新
前

後
ニ
オ
ケ
ル
郡
内
主
ナ
ル
手
習
師
匠

ノ
氏
名
ヲ
列
記
ス
レ
バ
、
千
手
町
村

二
南
雲
政
蔵
、
喜
多
甚
蔵
、
南
雲
忠

兵
衛
、
清
水
秀
之
助
、
南
雲
権
蔵
、

南
雲
徳
平
ア
リ
、
沖
立
二
柄
沢
惣
八
、

半
藤
重
衛
門
ア
リ
」
と
記
し
て
あ
る
。

教
育
一
家
の
南
雲
家

　
千
手
小
学
校
は
、
学
制
の
施
行
に

先
だ
っ
て
、
寺
小
屋
を
開
い
て
教
え

て
い
た
南
雲
政
蔵
が
そ
の
ま
ま
初
代

の
校
長
に
就
任
し
た
。
南
雲
家
は
幕

末
か
ら
明
治
中
期
ま
で
安
之
助
、
政

蔵
、
晃
と
父
子
三
代
に
わ
た
り
、
千

手
を
中
心
に
、
そ
の
生
涯
を
川
西
郷

の
子
弟
の
教
育
に
捧
げ
た
一
家
で

あ
る
。
初
代
の
安
之
助
は
旧
姓
を
上

坂
と
い
い
、
刈
羽
郡
小
国
村
の
旧
家

に
生
ま
れ
た
人
で
、
中
屋
敷
村
庄
屋

の
南
雲
亥
三
太
（
南
雲
政
二
元
千
手

町
長
の
祖
父
）
に
請
わ
れ
て
来
町
し
、

漢
学
と
書
道
を
教
授
し
た
。
俳
号
を

宇
宙
と
称
し
て
俳
句
に
も
す
ぐ
れ
て

い
た
。
千
手
町
の
子
弟
を
克
く
教
育

し
て
そ
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
縁
あ

っ
て
亥
三
太
の
養
子
と
な
り
、
千
手

に
住
ん
で
寺
小
屋
式
と
い
え
る
教
育

塾
の
基
礎
を
築
い
た
人
で
あ
る
。

　
南
雲
一
枝
元
女
教
師
は
そ
の
著

「
千
小
と
わ
が
家
の
か
か
わ
り
」
の

中
で
、
　
「
先
祖
、
安
之
助
は
柏
崎
の

陣
屋
で
中
屋
敷
村
庄
屋
の
南
雲
氏
と

知
り
合
い
、
人
柄
、
能
力
を
か
わ
れ

て
手
習
い
師
匠
に
招
か
れ
た
」
と
記

し
て
い
る
。
政
蔵
も
父
の
安
之
助
に

つ
い
て
漢
学
、
書
道
を
習
い
、
長
じ

て
父
の
偉
業
を
継
ぎ
、
塾
を
開
い
た
。

千
手
の
ほ
か
上
野
、
橘
、
仙
田
を
は

じ
め
真
人
、
吉
田
、
貝
野
あ
た
り
か

ら
も
塾
生
が
集
ま
っ
て
塾
は
繁
栄
し

文
字
ど
お
り
川
西
郷
一
円
の
教
育
の

父
に
な
っ
た
。
政
蔵
は
堂
々
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
ソ
ウ

体
格
の
持
主
で
、
顔
に
庖
瘡
の
跡
が

み
ら
れ
、
眼
光
が
鋭
か
っ
た
が
心
は

優
し
く
、
接
す
る
人
に
畏
敬
の
念
を

あ
た
え
た
。
と
く
に
、
農
閑
期
に
未

就
学
の
子
女
を
私
塾
に
招
い
て
無
報

酬
で
読
み
書
き
を
教
授
し
、
婦
女
子

に
慕
わ
れ
た
と
い
う
。

　
晃
（
嘉
永
六
年
生
、
明
治
三
十
年

没
）
は
、
父
の
政
蔵
が
千
手
校
長
に

就
任
し
た
あ
と
の
塾
を
引
き
継
い
で

子
弟
の
教
育
に
専
心
す
る
が
、
晃
も

ま
た
後
年
に
千
手
小
学
校
長
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
ン
ス
イ

父
子
二
代
に
わ
た
っ
て
教
育
に
蓋
粋

し
、
創
設
期
に
お
け
る
千
手
校
の
充

実
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
中
野
校
と
統
合
へ

　
寺
小
屋
式
の
千
手
校
が
、
始
め
て

独
立
校
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
た
の
は

明
治
十
六
年
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
が

そ
の
場
所
は
今
の
川
崎
信
夫
医
学
博

士
邸
の
附
近
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
現
在
地
に
新
築
（
明
治
三
十
六
年
）

し
た
と
き
の
建
築
費
は
二
千
二
百
九

十
八
円
二
十
五
銭
で
、
在
校
生
は
男

九
十
人
、
女
百
十
一
人
の
合
わ
せ
て

二
百
一
人
だ
っ
た
。
高
等
科
の
併
置

以
後
は
、
明
治
四
十
年
と
大
正
五
年

に
増
改
築
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
児

童
数
の
急
増
で
教
室
が
な
お
不
足
し

て
困
窮
し
た
。
そ
ん
な
お
り
町
村
合

併
の
話
が
急
浮
上
し
て
中
野
尋
常
小

学
校
と
統
合
す
る
が
、
児
童
数
が
増

加
す
る
こ
と
か
ら
移
転
、
新
築
の
話

が
も
ち
上
が
り
、
校
舎
の
建
設
位
置

を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓灘

鐵

昭
和
前
期
の
千
手
校
舎

　
　
　
　
灘

（
千
手
小
学
校
蔵
）
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皇
図
圖
團

圃
因
回
▽

　
は
じ
め
て
の
ど
う
わ

　
　
全
一
八
巻
紹
介
　
　
小
峰
書
店

　
「
は
じ
め
て
の
ど
う
わ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
特
に
小
学
校
一
年
生
を
対

象
に
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
の
見

開
き
ぺ
ー
ジ
に
も
絵
が
あ
り
、
文
字

も
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
し
か
使
っ

て
い
ま
せ
ん
。
読
み
や
す
い
よ
う
に

分
か
ち
書
き
し
て
あ
り
ま
す
。
じ
っ

く
り
味
わ
い
な
が
ら
読
め
る
し
、
見

て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

o
も
ぐ
ら
の
ひ
こ
う
き
　
木
暮
正
夫

○
あ
り
ん
こ
ぞ
う
　
　
　
山
下
明
生

o
さ
む
が
り
や
の
ゆ
き
だ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
村
信
行

o
ぼ
く
は
ロ
ボ
ッ
ト
パ
ン
桜
井
信
夫

o
さ
と
る
の
る
す
ば
ん
大
石
真

○
め
だ
ち
た
が
り
の
ロ
ロ
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
井
博

o
の
み
た
ろ
う
の
だ
い
サ
ー
カ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
島
悠
介

○
な
つ
み
の
き
い
ろ
い
か
さ
新
冬
二

〇
ぽ
す
と
に
き
い
た
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
さ
と
る

○
な
け
な
い
ゆ
か
ち
ゃ
ん
　
山
中
恒

○
ひ
る
ね
の
き
ら
い
な
ふ
う
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
正

○
か
い
じ
ゅ
う
ら
ん
ど
せ
る
山
中
恒

○
ぞ
う
く
ん
の
ぶ
ら
ん
こ
　
大
石
真

o
い
た
ず
ら
ぽ
ん
こ
つ
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
永
秀
夫

o
よ
る
の
ゆ
う
え
ん
ち
　
谷
　
真
介

○
ま
ほ
う
の
け
ん
き
ゅ
う
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
美
津
男

o
こ
ん
な
お
い
し
い
も
の
は
は
じ
め

　
て
　
　
　
　
　
北
村
け
ん
じ

o
ひ
ま
ね
こ
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
暮
正
夫

、翻
　
一
の

》

　
2

　
　
雪

監
　
　
　
＝

　
；

小
わ
に
レ

　
　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

柿
の
実
の
た
わ
わ
な
る
枝
活
け
て
有
り

露
こ
ぼ
し
摘
み
し
野
菊
の
優
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

露
の
庭
一
ト
回
り
し
て
濡
れ
し
下
駄

有
難
し
二
百
二
十
日
も
ま
た
無
事
に

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

喜
雨
あ
り
し
白
菜
の
葉
を
広
げ
た
る

朝
露
に
羽
の
重
た
き
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

す
す
き
買
い
庭
の
花
添
え
月
杞
る

名
月
の
す
す
き
と
花
を
売
る
老
婆

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

一
陣
の
風
を
ま
と
い
て
大
夕
立

甥
夫
婦
尋
ね
来
し
と
て
綜
結
う

ム
ラ
言
葉
v
て
の
5

　
小
海
正
太
郎
（
小
根
岸
）
さ
ん
の

発
刊
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と
言
葉
改
訂

版
「
中
魚
沼
の
ム
ラ
言
葉
抜
粋
5
千

字
」
よ
り
、
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
5
回
目
で
す
。

は
ぐ
れ
る
（
迷
子
に
な
る
）

は
ち
ん
こ
う
ぶ
（
鉢
合
わ
せ
）

ぱ
っ
ち
（
メ
ン
コ
）

は
つ
め
（
器
用
）

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名

た
ば
ね
髪
男
ま
さ
り
の
秋
始
来

餅
一
升
負
う
孫
歩
む
秋
座
敷

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形

車
座
の
親
し
さ
に
あ
る
夏
み
か
ん

風
鈴
や
病
棟
は
い
ま
午
睡
時

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子

ワ
ッ
と
来
て
ワ
ッ
と
帰
り
ぬ
祭
客

　
　
　
　
　
四
郎
兼
平
野

星
光

頼
太

　　　　　　　　（敬称略）

広報発行に

匿名希望（東久留米市）1万円

　　　お　わ　び
　9月号r善意」で、高橋恒治が
高橋　治となっていました。訂正
します。

鉄
平

ど
っ
か
り
と
座
っ
て
居
り
し
案
山
子
か
な
菊
咲
い
て
米
寿
の
祝
い
友
の
受
く

意
益
目

刈
り
終
え
し
田
の
中
に
あ
り
コ
ン
バ
イ
ン
爽
や
か
に
金
婚
祝
う
拍
手
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
春

自
家
米
の
の
み
の
小
さ
き
稲
架
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

稲
の
香
の
深
き
稲
架
場
や
朝
の
露

か
き
分
け
て
の
ぞ
け
ば
白
し
花
茗
荷

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

道
白
し
歩
き
た
く
な
る
月
夜
か
な

星
流
る
か
つ
て
戦
さ
の
海
の
上

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

運
動
会
母
の
来
ぬ
子
の
よ
く
駈
け
て

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

友
逝
く
や
深
き
闇
よ
り
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

稲
を
刈
る
背
な
に
残
暑
の
ま
だ
厳
し

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

菜
を
間
引
く
女
の
腕
の
白
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

稲
刈
ら
れ
残
る
案
山
子
に
日
々
の
雨

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

老
二
人
こ
と
し
の
稲
を
刈
り
上
げ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

夜
長
の
灯
つ
け
て
は
消
し
て
句
を
案
ず

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

稲
架
を
組
む
去
年
の
印
そ
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

色
づ
き
て
い
が
を
は
な
れ
し
栗
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

　
　
　
　
　
　
　
野
。
村
越
　
幸
⑭

間
隔
を
揃
え
て
間
引
く
芽
大
根
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
　
石
平
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

秋
雨
の
文
化
会
館
柳
散
る
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一
　
6

炎
天
を
苔
に
残
し
て
銀
閣
寺

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

野
佛
に
手
折
り
て
た
む
け
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

秋
風
に
物
想
う
こ
と
多
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

刈
り
終
へ
て
旅
の
支
度
や
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

人
影
の
な
き
無
縁
墓
地
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

月
明
を
た
よ
り
に
山
路
く
だ
り
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

茸
出
る
場
所
は
妻
の
み
知
っ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

穂
芒
の
し
ら
じ
ら
見
え
て
星
流
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
痴

　
　
寸
感
　
　
　
正
風

・
ど
っ
か
り
と
1
剰
逸
な
案
山
子
の
様
子

が
、
い
ろ
い
ろ
に
想
像
さ
れ
て
面
白
い
。

・
道
白
し
ー
こ
う
い
う
気
持
ち
は
誰
に
も

あ
ろ
う
。
句
に
情
緒
が
あ
る
。

・
ワ
ッ
と
来
て
ー
い
か
に
も
祭
り
ら
し
い

賑
や
か
さ
が
、
句
よ
り
伝
わ
っ
て
く
る
。

は
な
っ
と
り
（
田
か
き
馬
の
口
棒
を

持
つ
人
）

は
ん
ぺ
た
（
半
々
に
分
け
た
一
方
）

ひ
だ
り
っ
こ
ぎ
（
左
利
き
）

ひ
よ
お
け
る
（
お
ど
け
る
）

ひ
ょ
う
ろ
く
だ
ま
（
ば
か
も
の
）

ひ
ょ
こ
ん
と
き
た
（
突
然
来
た
）

ふ
う
こ
（
ほ
お
か
む
り
）

ぶ
ち
る
（
打
ち
身
の
あ
ざ
が
で
き
る
）

ふ
っ
た
く
る
（
奪
い
取
る
）

ぶ
っ
と
う
（
ブ
ド
ウ
）

ふ
わ
ち
ゃ
わ
し
る
（
着
物
の
裾
を
振

り
回
す
）

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ゆ
う
（
文
句
を
言
う
・

言
葉
を
濁
す
）

へ
く
さ
む
し
（
カ
メ
ム
シ
）

へ
た
へ
た
し
る
（
息
苦
し
い
状
態
）

へ
っ
こ
き
（
よ
く
オ
ナ
ラ
を
す
る
人
）

べ
っ
つ
お
か
く
（
泣
き
顔
を
す
る
）

へ
っ
つ
く
（
日
焼
け
す
る
）

ほ
お
ぐ
い
（
副
食
な
し
に
飯
を
食
う
）

ほ
げ
な
げ
る
（
放
り
投
げ
る
）

ぼ
こ
さ
ま
（
蚕
（
ヵ
イ
コ
）
）

ほ
っ
つ
き
あ
る
く
（
方
々
歩
き
回
る
）

ぼ
ん
ぼ
ら
ご
え
（
ダ
ミ
声
）

ま
ご
し
ゃ
ご
し
る
（
モ
タ
ツ
ク
・
マ

ゴ
マ
ゴ
す
る
）



ピ
　
　
あ
ゑ
せ
　
　
ゆ
ゑ
を
ゑ

戸
籍
の
窓
か
ら

名
名
名
葛
葛
犠
葛
葛
犠
葛
細
φ
骸
名

う
ぶ
声
f
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
つ
き
虫
貝
　
光

井
川
　
　
樹
　
　
歩
　
　
長
男
新
町
新
田

　
　
　
ゆ
い
義
血
ハ

五
十
嵐
結
衣
　
　
　
　
長
女
野
　
口

　
　
　
　
　
美
　
幸

高小小橋林柳
登
坂
磐
憲
仁
？
男
赤

滋
野

み
く
　
稔
　
　
　
　
丁

美
紅
安
由
美
長
女
元
　
田

轍
類
代
瑚
二
女
中
屋
敷

霧
山
藤
長
女
騰
斬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

あ
轟
㌃
男
野
・

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
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（
9
日
1
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）
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ゆ
↑
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～
2
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～
5
～
～
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～
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，
肇
…
…
ミ
叢

，
／

防火・防災のかなめ「消防川西分遣
所」の増築竣工

門””岬”岬””栂”“φ岬栂齢岬韓r
郵　　　　　　　　　　　　　　　　　与

i五目おこわi
◆　　　　　　　　　　　 ◆

も＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿岬．＿＿＿．諺

■材料
　・もち米　　　　　　　1升
　・干ししいたけ　　4～5枚
　・竹の子　　　　　　200g
　・人参　　　　　　　　小1本
　・油揚げ　　　　　　　　3枚

■調味料
　・しいたけのもどし汁と

　　　水をあわせて　　300cc
　・しょう享由　　　　　　　　　100cc

　・酒　　　　　　　大さじ3
　・砂糖　　　　　　　小さじ3

■調理方法

①米は10時間位水に浸す。
②野菜は千切りにし、油揚げは油ぬ
　　して細切りにする。

③調味料を煮立て、材料を入れて煮
　　る。

④もち米は蒸し器に入れ、沸湯して
　　～30分間蒸す。
⑤お鉢に④をあけ、③と合わせる。

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
病
気
に
、
ご
注
意

　
ス
ト
レ
ス
と
は
本
来
、
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
（
外
部
の
力
）
を
受
け
て
生
じ

た
「
ひ
ず
み
」
を
意
昧
し
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
は
、
気
温
の
変

化
や
騒
音
、
悪
臭
と
い
っ
た
も
の
、

体
力
や
気
力
、
知
力
の
衰
え
、
職
場

で
の
人
間
関
係
、
家
庭
内
の
問
題
な

ど
、
心
理
・
社
会
的
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
一
口
に
ス
ト
レ
ス
病
と
い
っ
て
も

心
に
障
害
が
現
れ
る
と
「
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
」
の
よ
う
な
心
の
病
に
な
り
、
体

に
症
状
が
現
れ
る
と
「
心
身
症
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
心
身
症
の
種
類
や
症
状
は
多
岐
に

わ
た
り
、
胃
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
本

態
性
高
血
圧
、
過
敏
性
腸
症
候
群
、

狭
心
症
、
心
臓
神
経
症
、
糖
尿
病
、

慢
性
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
筋
緊
張
性

頭
痛
、
気
管
支
喘
息
、
過
換
気
症
候

群
、
甲
状
線
機
能
尤
進
症
な
ど
数
え

上
げ
た
ら
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
晩
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
も
疲
れ
が

と
れ
な
い
場
合
は
、
心
身
症
の
危
険

信
号
で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た

状
態
が
続
く
と
、
し
だ
い
に
食
欲
や

性
欲
が
減
退
し
、
熟
睡
で
き
な
く
な

っ
た
り
、
下
痢
や
便
秘
を
繰
り
返
し

た
り
、
呼
吸
が
早
く
な
る
な
ど
体
に

異
常
が
現
れ
始
め
ま
す
。

　
心
身
症
に
な
り
や
す
い
タ
イ
プ
は
、

人
一
倍
負
け
ず
嫌
い
で
攻
撃
的
、
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
私
た
ち
は
、
と
か
く
楽
な
方
へ
と
㈹
⑱

逃
げ
る
傾
傷
り
、
そ
う
す
る
ρ
、
幽

毅
繋
粂
矯
蔚
聡

も
の
で
す
の

　
し
か
し
・
逃
げ
回
っ
て
い
て
は
ス
爾
臨

ト
レ
ス
耐
性
は
で
き
ま
せ
ん
．
少
々
鰯

の
こ
と
は
我
慢
し
て
、
乗
り
越
え
て

度
に
気
が
弱
い
、
非
常
に
神
経
質
、

自
己
犠
牲
的
、
几
帳
面
な
完
全
主
義

者
、
E
タ
イ
プ
（
す
べ
て
圭
元
全
に

こ
な
そ
う
と
す
る
タ
イ
プ
）
女
性
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
こ
う
と
い
う
気
慨
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
体
力
づ
く
り
、
栄
養
管
理
な

ど
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
日

ご
ろ
か
ら
、
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
よ
う
な
時
間
を
作
る
こ
と
、

何
か
あ
っ
た
時
に
心
お
き
な
く
話
合

え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
つ
こ
と
も
重

要
で
す
。

　
だ
れ
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、
何

ら
か
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
っ
て
健
康
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

直
患
，
，
　
　
劃
　
　
む
O

　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
読
つ

こんな心の症状に要注

　　　　　　　　　　からだが　　
　　眠りが浅い　＿でそれが不安

からだ

を
お
刊
が
朝
の

食事は砂を
かあよう

いつも気分
　　が憂うつ

人に会うのが
　　苦痛

　　人に元気が
　　ないといわ
　　れる
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ご
利
用
く
だ
さ
い
観
光
年
賀
は
が
き

　
町
で
は
、
今
年
も
観
光
宣
伝
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
に
ち
な
ん
だ
物
や

名
所
を
年
賀
状
に
刷
り
込
み
ま
す
。

　
年
賀
状
は
、
十
一
月
五
日
か
ら
町
内
の
郵
便
局
と
販
売
所
で
講
入
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
（
ハ
ガ
キ
に
刷
り
込
む
大
き
さ
は
、
お
お
む
ね

5
、
5
㎝
×
4
、
5
㎝
で
、
こ
の
写
真
は
実
寸
と
は
異
な
り
ま
す
）

〈
早
春
の
二
六
公
園
「
ブ
ナ
林
」

〈
町
の
花
「
山
ゆ
り
」

〈
野
口
の
「
水
ば
し
ょ
う
」

　
河
岸
段
丘
の
上
に
広
が
る

く
ラ
　
月
西
町

＝33332＝＝＝＝3＝＝＝3＝＝＝33＝＝2333＝＝＝3＝333＝＝霊＝＝33＝3＝＝＝3＝霊＝霊＝＝＝霊＝＝霊＝器＝＝＝＝

、
＼

▲2年生小林圭子さん

▲5年生増田敬介くん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
亭
妻

　
　
へ
ぴ
ヨ
ぎ
タ
マ
ツ
し
き
ゑ
き
げ
ギ
ャ
リ
ぎ
る
う
き
ぞ
い
ゆ
み
ノ
リ
し
　
ダ
き
サ
き

し
る
ロ
　
ミ
す
へ
ず
ド
も
う
し
い
る
ら

　
も
な
ひ

＼
、
．
覇
妥
望
き
，
《
鳥
ξ
瓢
ザ
ρ
無
顎
タ
～
’
葦
5
｛
≦
「
報
ギ
霊
…
。
孟

瘤

轄縫
〈6年生高橋宏美さん

▲1年生ますだゆうじくん

▼3年生樋口恵美さん

〈
仙
田
小
学
校
丁

塩
〆
乙
ド

岬
騨
、

、
賦
隠
黄
セ

確
ゼ
叢
敬

畿
轟

　
露

ρ
　
　
、
，
．
鱈
～
　
　
叉
、
＼
”

　
　
　
く
　
ゴ
ヘ

　
㌧
，
　
礁
φ
　
、

　
8
　
　
、

、
感

㍉
へ
」

〉
4
年
生
高
橋
大
輔
く
ん

灘蜜。
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　　　　　蓼レ総薦、

（11月号は川西中学校です）

』’
〆
、
　
　
、


